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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第118期

第３四半期
連結累計期間

第119期
第３四半期
連結累計期間

第118期

会計期間
自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日

自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日

自 平成24年12月１日
至 平成25年11月30日

売上高 (千円) 3,647,460 3,711,048 4,880,346

経常利益 (千円) 523,200 530,064 697,755

四半期(当期)純利益 (千円) 310,252 314,324 428,981

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 357,687 359,355 504,233

純資産額 (千円) 7,451,548 7,840,303 7,597,886

総資産額 (千円) 12,877,837 12,451,593 12,535,327

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 21.27 21.55 29.41

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 57.7 62.8 60.5
 

 

回次
第118期

第３四半期
連結会計期間

第119期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成25年６月１日
至 平成25年８月31日

自 平成26年６月１日
至 平成26年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 6.69 7.52
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりませ

ん。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び連結子会社２社）が営む事業の内容につ

いて、重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書

に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)　業績の状況

当第３四半期連結累計期間内（平成25年12月１日～平成26年８月31日）におけるわが国経済は、政府の

経済政策や日銀の金融緩和政策により企業収益や雇用・所得環境にも改善が見られ、景気は緩やかながら

回復基調で推移いたしました。しかしながら消費税増税に伴う駆け込み需要の反動が長引き、景気の先行

は不透明な状況が続いておりました。

倉庫業界におきましては、一部荷動きに回復の兆しが見られたものの、消費税引上げの影響などによ

り、依然として厳しい経済環境が続いております。

この様な状況の下、当社グループは顧客ニーズの的確な把握と適切な管理を徹底し、きめ細かなサービ

スを提供するとともに、新規顧客の獲得、物流不動産の新規開拓に努めてまいりました。

この結果、当社グループの業績は、売上高が3,711百万円、前年同期比63百万円(1.7％)の増収、営業利

益は538百万円、前年同期比７百万円(1.4％)の減益、経常利益は530百万円、前年同期比６百万円(1.3％)

の増益、四半期純利益は314百万円、前年同期比４百万円(1.3％)の増益となりました。

 
セグメント別の業績は、次の通りであります。

物流事業

物流事業の売上高は荷役料、貸倉庫料、雑収入等の増加により前年同期比89百万円増の3,470百万

円、セグメント利益は前年同期比27百万円増の788百万円となりました。

不動産事業

不動産事業の売上高は不動産賃貸料の減少により前年同期比25百万円減の240百万円、セグメント利

益は前年同期比22百万円減の114百万円となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は12,451百万円となり前期末比83百万円減少いたしまし

た。負債は4,611百万円、前期末比326百万円減少し、純資産は7,840百万円、前期末比242百万円増加いた

しました。この結果自己資本比率は62.8％となりました。

資産の減少の主なものは、固定資産が84百万円減少したためです。負債の減少の主なものは流動負債の

減少195百万円、固定負債の減少131百万円であります。純資産の増加の主なものは利益剰余金が197百万

円増加したためであります。

　

(3)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 
(4)　研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 19,200,000

計 19,200,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年８月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成26年10月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 14,600,000 14,600,000
東京証券取引所
市場第二部

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は1,000株であり
ます。

計 14,600,000 14,600,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年６月１日～
平成26年８月31日

－ 14,600 － 2,527,600 － 2,046,936
 

 

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成26年５月31日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

平成26年５月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式　 
17,000

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

14,549,000
14,549 同上

単元未満株式
普通株式

34,000
― 同上

発行済株式総数 14,600,000 ― ―

総株主の議決権 ― 14,549 ―
 

(注) 「単元未満株式」には、当社所有の74株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年５月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
丸八倉庫株式会社

東京都江東区富岡２－１－９ 17,000 ― 17,000 0.12

計 ― 17,000 ― 17,000 0.12
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年６月１

日から平成26年８月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年12月１日から平成26年８月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表について、太陽有限責任監査法人により四半期レビューを受けておりま

す。

なお、従来、当社が監査証明を受けている太陽ＡＳＧ有限責任監査法人は、平成26年10月１日に名称を

変更し、太陽有限責任監査法人となりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 37,140 32,112

受取手形及び営業未収入金
※ 353,940 ※ 341,592

繰延税金資産 46,854 46,854

その他 88,231 106,266

流動資産合計 526,166 526,825

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,527,691 4,321,029

機械装置及び運搬具（純額） 326,027 354,883

土地 5,615,463 5,615,463

その他（純額） 159,105 138,967

有形固定資産合計 10,628,287 10,430,343

無形固定資産

借地権 995 995

その他 30,037 24,256

無形固定資産合計 31,032 25,252

投資その他の資産

投資有価証券 803,832 924,777

従業員に対する長期貸付金 8,158 7,180

差入保証金 434,027 455,661

会員権 13,703 13,703

繰延税金資産 60,310 41,404

その他 29,807 26,444

投資その他の資産合計 1,349,839 1,469,172

固定資産合計 12,009,160 11,924,768

資産合計 12,535,327 12,451,593
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年８月31日)

負債の部

流動負債

営業未払金 118,757 109,876

短期借入金 1,761,952 1,578,713

未払金 15,084 14,719

未払費用 109,795 42,601

未払法人税等 118,569 102,988

未払消費税等 20,912 50,475

前受金 176,261 182,043

賞与引当金 － 29,091

その他 13,049 28,751

流動負債合計 2,334,381 2,139,262

固定負債

長期借入金 1,512,000 1,364,000

退職給付引当金 157,299 152,064

役員退職慰労引当金 262,246 281,201

長期預り保証金 661,761 659,079

繰延税金負債 － 5,931

その他 9,750 9,750

固定負債合計 2,603,058 2,472,027

負債合計 4,937,440 4,611,290

純資産の部

株主資本

資本金 2,527,600 2,527,600

資本剰余金 2,046,936 2,046,936

利益剰余金 2,937,009 3,134,872

自己株式 △3,369 △3,846

株主資本合計 7,508,175 7,705,561

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 70,306 114,944

その他の包括利益累計額合計 70,306 114,944

少数株主持分 19,403 19,797

純資産合計 7,597,886 7,840,303

負債純資産合計 12,535,327 12,451,593
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年８月31日)

売上高 3,647,460 3,711,048

売上原価 2,652,326 2,697,212

売上総利益 995,134 1,013,836

販売費及び一般管理費 449,562 475,828

営業利益 545,572 538,007

営業外収益

受取利息 376 260

受取配当金 11,790 12,270

補助金収入 2,399 2,399

その他 2,096 5,923

営業外収益合計 16,662 20,854

営業外費用

支払利息 38,906 28,798

その他 128 －

営業外費用合計 39,034 28,798

経常利益 523,200 530,064

特別利益

有形固定資産売却益 7 319

特別利益合計 7 319

特別損失

有形固定資産除却損 3,141 858

有形固定資産売却損 184 －

特別損失合計 3,326 858

税金等調整前四半期純利益 519,881 529,525

法人税等 209,375 214,807

少数株主損益調整前四半期純利益 310,505 314,718

少数株主利益 253 393

四半期純利益 310,252 314,324
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
　至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
　至 平成26年８月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 310,505 314,718

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 47,181 44,637

その他の包括利益合計 47,181 44,637

四半期包括利益 357,687 359,355

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 357,434 358,961

少数株主に係る四半期包括利益 253 393
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前連結会計年度
(平成25年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年８月31日)

受取手形 1,394千円 915千円

 
 
 

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年12月１日
至　平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年12月１日
至　平成26年８月31日)

減価償却費 315,415千円 296,552千円

【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。

　

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

税金費用の計算

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純

利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、前連結会計年度末日及び当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次

の連結会計年度末日及び四半期連結会計期間末日満期手形が、前連結会計年度末及び当第３四半期連結

会計期間末残高に含まれております。

 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年２月27日
定時株主総会

普通株式 102,097 ７ 平成24年11月30日 平成25年２月28日 利益剰余金
 

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

１．配当金支払額

 

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年２月27日
定時株主総会

普通株式 116,669 ８ 平成25年11月30日 平成26年２月28日 利益剰余金
 

（注）　平成25年11月期期末配当の内訳　普通配当７円00銭、記念配当１円00銭

 

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年12月１日 至 平成25年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,380,926 266,534 3,647,460 ― 3,647,460

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,380,926 266,534 3,647,460 ― 3,647,460

セグメント利益 760,957 137,586 898,544 △352,972 545,572
 

(注) １　セグメント利益の調整額△352,972千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年12月１日 至 平成26年８月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

     (単位：千円)

 

報告セグメント
調整額
(注) １

四半期連結損
益計算書計上
額　(注) ２物流事業 不動産事業 計

売上高      

  外部顧客への売上高 3,470,450 240,597 3,711,048 ― 3,711,048

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 3,470,450 240,597 3,711,048 ― 3,711,048

セグメント利益 788,815 114,591 903,406 △365,399 538,007
 

(注) １　セグメント利益の調整額△365,399千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であります。な

お、全社費用は、報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年12月１日
至 平成25年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年12月１日
至 平成26年８月31日)

   １株当たり四半期純利益金額 21円27銭 21円55銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益(千円) 310,252 314,324

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 310,252 314,324

    普通株式の期中平均株式数(株) 14,583,872 14,583,248
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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太陽有限責任監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   柴　谷　哲　朗

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   久　塚　清　憲

独立監査人の四半期レビュー報告書

 
平成26年10月８日

丸八倉庫株式会社

取締役会  御中

　

 

 

 

 
 

 
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている丸

八倉庫株式会社の平成25年12月１日から平成26年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間
（平成26年６月１日から平成26年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成25年12月１日から平成
26年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、丸八倉庫株式会社及び連結子会社の平成26
年８月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示して
いないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
 

 

EDINET提出書類

丸八倉庫株式会社(E04296)

四半期報告書

17/17


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第３四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第３四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

